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改訂第６版はしがき

　本書は、ご逝去された故髙森高德先生が、日々の犯罪捜査に多忙を極める捜

査官の執務の一助となるように、最新の法改正に対応しつつ、社会情勢や流行

を踏まえて、様々な事案を想定し、刑法犯、特別法犯のいずれにも対応できる

ようにと、平成２２年に刊行され、その後、第一線の捜査官の一助となるよう、

時勢の変化に応じて改訂を重ねてこられたものです。

　今回は、そのような髙森先生のお考えに沿うべく、平成３０年１月以降の法改

正や社会情勢の変化を踏まえて、内容を改訂しました。

　刑法では、従前の強制わいせつ罪、強制性交罪が、不同意わいせつ罪、不同

意性交罪になり、より被害実態に適合するよう、暴行や脅迫以外の手段による

場合も処罰されるようになり、さらに精神的に未成熟な年齢の者を被害者とす

る面会要求罪や性的姿態映像送信要求罪が新設されました。

　また、特別法犯では、性的な姿態を撮影する行為等の処罰及び押収物に記録

された性的な姿態の影像に係る電磁的記録の消去等に関する法律（いわゆる

「性的姿態撮影等処罰法」）が新たに制定されました。

　そこで、本書ではこれらの法改正、新法に対応した記載例を登載しました。

　また、一部の記載例については、最近の実務に多くみられる事例を追加した

ほか、細かい表現ぶりや用語についてもアップデートを加えています。

　今後も、髙森先生のお考えに沿うべく、最新の情報を取り込み、捜査官の要

望に応え、執務に役立つ内容となるよう努力して参ります。

　　令和６年２月

宮　友一
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改訂第５版はしがき

　前回の改定からまだ約１年しか経過していないが、重要な法改正、新規立法が

行われている。最も重要な法改正は、刑法の改正である。従来の強姦罪関連の

規定が大幅に改正され、非親告罪化・重罰化がなされたほか、構成要件的にも

「強姦」が「強制性交」と変更されただけでなく、従来はわいせつ行為とされ

ていた肛門性交や口腔性交などが強制性交行為と同一条文で処罰されることに

なった。また、未成年者の監護者が、その影響力を行使してわいせつ行為又は性

交等を行った場合には、暴行・脅迫を加えなくとも処罰される「監護者わいせ

つ及び性交等」の罪が新設されたので、これらに関する事実記載例を登載した。

　次に重要な法改正は、組織的な犯罪の処罰及び犯罪収益の規制等に関する法

律の改正である。法改正には紆余曲折があったが、いわゆるテロ等準備罪が新

設されるに至っており、その事実記載例を加えた。

　新規立法では、住宅宿泊事業法が重要である。いわゆる民泊を規制する法律

であり、外国人観光客の増加に伴い民泊の需要が増しており、違反事例も頻発

するものと思われるので、これに関する事実記載例を登載した。

　捜査官としては、常に、法改正や新規立法に目を向け、その内容を十分に理

解しておき、対象事案が発生したときは、速やかにこれに対処する必要があ

る。犯罪事実の構成（記載）は、当然のことながら、法律や構成要件の理解が

前提となる。本書では、その理解を容易にするため、できるだけ解説を加える

ようにした。

　今後も、最新の情報を取り込み、捜査官の要望に応え、執務に役立つ内容と

するよう努力したい。

　　平成30年１月

髙森　高德
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改訂第４版はしがき

　前回の改訂から約３年が経過しており、その間、少なくない新規立法や法改

正が行われており、また、従来の犯罪においても、社会の進展に伴い新たな犯

罪形態が出現している。そこで、今回もこれらを踏まえて改訂を行った。

　主な新規立法は、私事性的画像記録の提供等による被害の防止に関する法律

である。いわゆるリベンジポルノを規制するものであり、性交等の場面を撮影

した画像の提供や陳列が処罰されることとなったため、これらに関する事実記

載例を登載した。

　法改正に関しては、児童買春、児童ポルノに係る行為等の規制及び処罰並び

に児童の保護等に関する法律に、児童ポルノの単純所持や盗撮による児童ポル

ノ製造の処罰規定が新たに設けられたことから、これらの事実記載例を追加し

た。

　新たな犯罪形態としては、３Ｄプリンターを用いたけん銃製造、LINE を利

用した児童ポルノ製造、危険ドラッグの無許可販売目的貯蔵などがあり、これ

らの事実記載例も新たに登載した。

　このほか、社会的に問題となった事例のうち、インターネット利用犯罪（わ

いせつ図画頒布、無届インターネット異性紹介事業等）、臓器売買、パソコン

の無承認輸出、バスジャック、いわゆる産業スパイによる営業秘密の取得など

について新たな事実記載例を追加した。

　本書が、一線で活躍する捜査官にとって執務の一助となれば幸いである。

　　平成29年１月

髙森　高德
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改訂第３版はしがき

　今回、最新の立法及び法改正並びに最新の判例を踏まえて改訂を行った。最

も重要な立法は「自動車の運転により人を死傷させる行為等の処罰に関する法

律」の制定であり、これにより従来は刑法犯とされていた自動車運転過失致死

傷罪や危険運転致死傷罪が上記法律で処罰されることとなった上、危険運転致

死傷罪の範囲も拡張され、さらに、新たに飲酒運転の発覚を免れる行為等も処

罰対象となったことから、これらの記載例を登載した。また、公職選挙法が改

正され、インターネットを使った選挙運動が解禁されたことに伴う種々の犯罪

が新設されたことから、これに関する記載例を登載することとした。さらに、

いわゆるストーカー規制法についても、改正を踏まえた記載例に変更した。

　そして、社会情勢の変化に伴い減少した犯罪については記載例を削除し、逆

に、例えば、暴力団員によるゴルフ場利用詐欺のように、新たな犯罪形態とし

て定着しつつある事例については、最近の裁判例に現れたものを基にした記載

例を登載し、最新の犯罪に対応できるように努めた。

　さらに、要望の多かった軽犯罪法の記載例を新たに登載するとともに、罪数

に関する記載例のほか、犯罪による収益の移転防止に関する法律、国家公務員

法、郵便法等に関しても新たに記載例を登載した。

　本書により送致事実の記載等の業務が少しでも省力化でき、多忙を極める捜

査官の執務の一助となれば幸いである。

　　平成26年２月

髙森　高德
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改訂第２版はしがき

　社会の進展に伴い、法改正が頻繁に行われるようになっている。法律は、捜

査官にとって武器であり、その内容を十分理解して有効に使えるようにしてお

かなければならない。犯罪事実への法律の適用、犯罪事実の構成要件の構成

も、法律の理解が前提となる。前回の改訂から１年弱しか経過していないが、

この間にも出入国管理及び難民認定法、著作権法、不正アクセス行為の禁止等

に関する法律、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律などの改正が

行われている。今回、版を重ねるに当たっては、これらの最新の法改正等を踏

まえた改訂を行った。出入国管理及び難民認定法については、外国人登録証が

廃止されて在留カードが導入されたことに関する改正が重要であり、これに関

係する記載例を加えた。著作権法については、社会的問題となっている違法ダ

ウンロードが処罰されることになったことからその記載例を、不正アクセス行

為の禁止等に関する法律では、IDやパスワードの不正取得が処罰されること

となったことからその記載例を、それぞれ新たに登載した。

　ほかに、薬物による意識障害（傷害）、クレジットカードのショッピング枠

の現金化（出資法）、児童ポルノ画像を載せたサイトのURL紹介（児童買春、

児童ポルノに係る行為等の処罰及び児童の保護等に関する法律）などに関して

最高裁の判例が出されたので、これらについての記載例も登載した。また、近

時、処理例が増えている動物虐待（動物の愛護及び管理に関する法律）の記載

例も加えた。

　今後も、最新の情報を取り込み、捜査官の要望に応える内容とするよう努力

したい。本書が、捜査官の執務の参考となれば幸いである。

　　平成24年10月

髙森　高德
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改訂版はしがき

　版を重ねるに当たり、最新の法改正等を踏まえた改訂を行った。最も重要な

のは、情報処理の高度化等に対処するための刑法等の一部を改正する法律によ

るものである。近年、コンピュータが社会に広く普及し、世界的なコンピュー

タ・ネットワーク（インターネット）により膨大な情報が短時間で世界を駆け

巡っている。このような情報技術の発展に伴い、いわゆるコンピュータ・ウイ

ルスによる攻撃やインターネットを悪用した犯罪などのサイバー犯罪が頻発す

るようになっている。このようなサイバー犯罪に対処するため、上記法律によ

り刑法等の一部が改正され、いわゆるコンピュータ・ウイルスの作成等を処罰

する不正指令電磁的記録作成罪等が新設されたので、今回、新たな記載例とし

て取り上げた。また、債権・債務関係の迅速・適正な処理のための強制執行妨

害関係犯罪に関する刑法改正も行われたことから、これについても、新たな記

載例を登載した。

　ほかに、新たな処理例があったり処理例が増加している、海賊行為の処罰及

び海賊行為への対処に関する法律、政治資金規正法、特定商取引に関する法

律、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律などに違反する犯罪の記

載例を取り上げた。

　今後も、できるだけ最新の情報を取り込み、捜査官の要望に応える内容とす

るよう努力する所存である。

　　平成23年12月

髙森　高德
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はしがき

　捜査に当たっては、その犯罪がいかなる構成要件に該当するかを常に念頭に

置かなければ、適正かつ的確な捜査はおよそ不可能であり、そのためには具体

的事実の構成要件への当てはめ、すなわち犯罪事実の構成という作業が必要で

ある。もちろん、各種令状請求書の作成や送致書の作成に当たっては、正確な

犯罪事実の記載が不可欠である。本書は、捜査官が捜査等を行うに当たって犯

罪事実を構成する際の一助とするため、企画されたものであり、刑法犯と特別

法犯を１冊にまとめ、捜査官の座右の書として利用しやすいようにしたもので

ある。

　近時、犯罪は、社会・経済情勢等時代の変化に対応して、複雑多様化すると

ともに悪質・巧妙化しており、これに対応するため、新たな法律の制定や法律

改正が頻繁に行われている。捜査官は、日々の犯罪捜査に多忙を極めつつも、

このような犯罪情勢の変化や法改正等に留意しつつ執務に当たることが要請さ

れている。そこで、本書は、近時の新規立法や法改正を踏まえ、旧版の内容を

最新のものに改めるとともに、刑法犯と特別法犯のそれぞれに実務上利用頻度

の高いものを厳選した。また、各記載例に対する理解度を深めるため、必要に

応じ、事実記載例の後に【解説】として、犯罪事実記載上の要領・注意点をコ

メントするとともに、参考となる判例・学説のみならず犯罪捜査の参考事項等

にも言及しており、捜査官の要請に応え得る内容となっている。

　本書が大いに活用され、捜査官の執務に役立てていただければ幸いである。

　　平成22年２月

髙森　高德
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凡　例

。本書では、以下の略語を用いているが、その内容は下記のとおりであるޓ

•「年齢表示」
事実記載例では、「（当時〇歳）」としているが、これは、犯行（被害）当時の年齢である。

•「日時表示」
事実記載例ޔߪߢ‽ⴕᐕᣣᣣᤨߦ⊛৻⛔ޔߪ ޕࠆߡߒߣ

犯罪ታޟߪߦ٤ᐕ٤٤٤٤ᣣඦ೨㧔ඦᓟ㧕٤٤ᤨ٤٤ಽߣޠᐕᣣᤨ㑆߹ߢ⸥

タࠆߔ႐วޟߣ٤ᐕ٤٤٤٤ᣣߣޠᐕᣣߩ⸥タࠆߤߣߦ႐วޕࠆ߇ߣ

‽⟋ታߌߛࠆ߈ߢࠍ․ቯⷰߩߣ߈ߴߔὐᤨޔߪࠄ߆㑆߹ߢ⸥タࠆߔᣇ߇ᦸ߹ޔ߇ߒ

৻ᣇޔߢቴⷰ⊛ߥ⸽߇㓸ߤߥߥߡ߈ߢ⸽߇ࠇߘ࿎㔍ߥ႐ว߽ޔࠅᒝᒁᤨߥ

㑆ߩ․ቯߡߞ߃߆ߪታᘒߥࠊߋߘߦ‽⟋ታ߁߹ߒߡߞߥߦน⢻ᕈ߽ᤨޔߚࠆ㑆⊛

߅ߡߒߦ߁ࠃࠆ߈ߢ߇ߩߣታߩ߆߶ޔᦨૐ㒢ޔߕߖタ⸤ࠍ㑆ᤨޔ߿タ⸤ࠆߩߦ

ޕ߁ࠈ႐ว߽ࠆࠅ⿷ߢߌߛߊ

⟍‽ߩߤߪࠆޔࠆߤߣߦタ⸤ߩᐕᣣޔߪߦ႐วߩ㘃ဳ⟍‽ߩߤߦ⊛ቯဳޔߚ߹

㘃ဳߩ႐วޔߪߦᣣᤨ߹ߩߢ⸥タ߇ᔅⷐޔߪߣࠆߢ৻ߦ․ቯޕߥ߈ߢ

ߪߡ߅ߦᧄᦠޔߡߞ߇ߚߒ ⸤ߩ㑆ᤨߦㆡಾޔߓᔕߦ㑐ଥ⸽ޔ߇ࠆߔ␜ߣ

タߩⷐ್ุࠍᢿ߇ߣߎࠆࠇߐ⢄ⷐޕࠆߢ

•「場所表示」
事実記載例では、「 としているが、原則として、都道府県名から表示する（政ޠ

令指定都市と県庁所在地については、市から表示する例が多い。）。

•「最判」又は「最決」＝最高裁判所判決又は最高裁判所決定
•「刑集」＝最高裁判所刑事判例集
「最判平25.2.20刑集67.２.１」は、最高裁判所が平成25年２月20日に宣告した判決で、
最高裁判所刑事判例集の第67巻第２号の１頁以下に登載されているとの記載である。

•「判時」＝判例時報
「判時2125・157」は、判例時報2125号の157頁以下に登載されているとの記載である。

•「判タ」＝判例タイムズ
「判タ977・266」は、判例タイムズ977号の266頁以下に登載されているとの記載である。

�ӫ۰ฺ]ॖ౫]झ,glbbޒݨ۵ఀ[26.+/..++���ӫ۰ฺ]ॖ౫]झ,glbbޒݨ26]ఀ۵.+/..++./��/. 0.02-.0-/3���/68050.02-.0-/3���/6805
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　3

第１章　刑法総則関係

１ 　過剰防衛（刑法36条 ２ 項）

　1

被疑者は、 頃、 において、甲野太郎（当時30歳）から

両手で胸倉をつかまれるなどしたため、自己の身体を防衛するため、防衛

の程度を超え、前記甲野に対し、その右肩を右手に持ったサバイバルナイ

フ（刃体の長さ約24センチメートル）で１回突き刺す暴行を加え、よって、

同人に全治約１か月を要する右肩刺創の傷害を負わせたものである。

【解説】　過剰防衛は、①急迫不正の侵害、②防衛の意思、③防衛の程度を超え

る反撃行為が要件となるので、それぞれ具体的に事実を摘示する。

２ 　誤想過剰防衛（刑法36条 ２ 項）

　2

被疑者は、 頃、 において、時刻を尋ねるため自己に近 

づいてきた乙野次郎（当時35歳）が自己を殴ろうとしているものと誤信

し、これに憤慨するとともに自己の身体を防衛するため、とっさに同人を

殺害しようと決意し、防衛の程度を越え、右手に持ったバタフライナイフ

（刃体の長さ約15センチメートル）で同人の胸部を突き刺して心臓刺創の

傷害を負わせ、よって、その頃、その場において、同人を同傷害に基づく

失血により死亡させて殺害したものである。

【解説】　誤想過剰防衛は、①急迫不正の侵害がないのにあると誤信して、②防

衛の程度を超えた反撃行為に出ることであるから、それぞれの事実を具

体的に記載する。なお、被疑者において自己の反撃行為が防衛の程度を

超えていることを認識している必要があるから、その点の事実摘示を忘

れてはならない。
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4　刑法犯編

3 　中止未遂（刑法43条但書）

　3

被疑者は、 頃から 頃までの間、 マンション

Ｘ301号室乙野一子方において、同人（当時22歳）に対し、同人の肩付近

をつかんでベッド上に押し倒し、その顔面をげんこつで数回殴り、両手で

同人の首を絞めた上、ジーンズ及び下着を無理矢理脱がせるなどの暴行を

加えたことにより、同意しない意思を全うすることが困難な状態にさせ、

同人と性交等をしようとしたが、同人が震えるなどしている様子を見て犯

行を継続する意思を喪失し、自己の意思により性交等を中止したため、そ

の目的を遂げなかったものである。

【解説】　中止未遂は、自己の意思により犯罪を中止することが要件であるか

ら、「自己の意思で中止したこと」が分かるように事実摘示する。

4 　罪　数

⑴　包括一罪

　4

被疑者は、 頃から同日 頃までの間、３回にわたり、

所在の甲野太郎（当時30歳）方から、同人所有に係る大型テレビ 

ほか13点（時価35万円相当）を運び出して、これらを窃取したものであ

る。

【解説】　包括一罪とは、同じ犯罪の法益侵害の結果が複数生じたように見えて

も実質的には１個の場合である。本事例でいえば、形式的には、法益侵

害（窃取）は３回に見えるが、同一の犯意の下に接着した期間内に連続

して行われていることから、実質的には１個の法益侵害と考えられるの

である。包括一罪は、このように１文で記載すればよく、必ずしも個々

の行為ごとの被害を特定して記載する必要はない。

001-094_犯罪事実記載要領_1部_�.indd   4001-094_犯罪事実記載要領_1部_�.indd   4 2024/02/09   12:012024/02/09   12:01



第１章　刑法総則関係　5

⑵　混合包括一罪

　5

被疑者は、 頃、 において、甲野太郎（当時30歳）の態

度が気にくわないとして憤慨し、同人に対し、その顔面を拳で多数回殴打

して路上に転倒させる暴行を加え、さらに、同人がうずくまって「許して

ください。」などと言うのを聞くや、同人から金員を強取しようと企て、更

に同人の顔面を拳で殴打する暴行を加えて、その反抗を抑圧し、同人から

現金３万円を強取するとともに、上記一連の暴行により同人に加療約３週

間を要する顔面打撲、頰骨骨折等の傷害を負わせたものである。

【解説】　混合包括一罪とは、異なる罪名の複数の犯罪が成立し、数個の法益侵

害がある場合に、具体的妥当性から一罪として処理される場合をいう。

傷害の結果が強盗決意前の暴行によるか決意後の暴行によるかが不明の

場合、強盗致傷は成立せず、強盗罪と傷害罪が成立するが、受傷は連続

的な一連の行為の結果であるから、具体的処理の妥当性の観点から、強

盗罪との併合罪ではなく、混合包括一罪となる。

⑶　併合罪（刑法45条）

　6

被疑者は、

第１　 頃、 所在の「ホテル東京」304号室において、甲

野太郎（当時30歳）に対し、「ここから出たら殺す。」などと言い、そ

の頃から 頃までの間、同人が同所から脱出することを困難に

して監禁し

第２　 頃、同室内において、同人に対し、「痛い目に遭いたくな 

かったら、金を出せ。」などと言い、その旨同人を畏怖させ、よって、

同人に現金10万円を交付させて恐喝し

たものである。

【解説】　併合罪は、「第１、第２……」と記載すればよいが、事実が多い場合 

には、別表を使った方が簡便である。恐喝の手段として監禁が行われた
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6　刑法犯編

場合、牽連犯のようにもみえるが、恐喝の手段として通常監禁が行われ

るわけではないので、併合罪である（最判平17.4.14判時1897・３）。

⑷　観念的競合（刑法54条 １ 項前段）

　7

被疑者は、 頃、 所在の「ホテル○○」201号室におい 

て、山田太郎（当時28歳）に対し、その顔面を拳で殴打した上、「これ以

上痛い目に遭いたくなかったら、ここから出るな。」などと言い、同人が

同所から脱出することを困難にし、もって同人を監禁するとともに、前記

暴行により同人に加療約１週間を要する顔面打撲の傷害を負わせたもので

ある。

【解説】　観念的競合は、１個の行為が複数の罪名に触れる場合であり、１文で

記載する。監禁の手段たる暴行で傷害を負わせれば、観念的競合である

が、監禁の手段ではなく単に監禁中に暴行を加えて傷害を負わせた場合

には、併合罪となる。

⑸　牽連犯（刑法54条 １ 項後段）

　8

被疑者は、 頃、 所在の丙野三郎方に居間の窓から侵入

した上、同所テーブル上に置かれた財布から同人所有の現金３万円を窃取

したものである。

【解説】　牽連犯は、犯罪の手段や結果が他の罪名に触れる場合である。行為者

の意図ではなく、客観的に手段・結果の関係になければならない。保険 

金目的放火と保険金詐欺や殺人と直後の死体遺棄などは、客観的に手

段・結果の関係にないとして併合罪とされている。

⑹　かすがい現象（刑法54条 １ 項後段）

　9

被疑者は、甲野太郎及びその家族を殺害した上、同人らが現に住居に使
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第１章　刑法総則関係　7

用する 同人方家屋（木造瓦葺２階建、床面積110.77平方メート

ル）に放火しようと考え、 頃、同人方１階西側腰高窓から侵入し

１　 頃、同所において、甲野太郎（当時48歳）に対し、殺意を

もって、持っていた牛刀（刃体の長さ約18センチメートル）でその胸部

等を数回突き刺すなどし、よって、その頃、同所において、同人を右心

室損傷等により失血死させて殺害した

２　 頃、同所において、前記甲野太郎の妻甲野一子（当時46歳）

に対し、殺意をもって、持っていたげんのうでその頭部等を多数回叩き

つけるとともに、前記牛刀でその胸部等を数回突き刺すなどし、よって、

その頃、同所において、同人を左心室損傷により失血死させて殺害した

３　その頃から 頃までの間に、前記家屋１階寝室及びその付近に

灯油を散布するなどした上、ライターで同所付近の床に点火して火を放ち、

その火を天井等に燃え移らせ、よって、同家屋を全焼させて焼損した

ものである。

【解説】　２つの殺人は、本来併合罪であるが、住居侵入が先行する場合、判例 

は、１個の住居侵入と２個の殺人の牽連犯であるとする（最決昭29. 

５.27刑集８・５・741）。これを、かすがい現象という。この場合は、

住居侵入を起訴しない方が併合罪として重く処罰し得ることになるの

で、捜査に当たっては、住居侵入を立件するか否かの検討も必要であ

る。事実の記載は、通常の牽連犯のように１文で記載してもよいが、本 

事例のように、各行為ごとに「１、２……」と分けて記載する方が分か 

りやすい場合もある。その場合、併合罪ではないから「第１、第２ 

……」とはしない。

5 　共同正犯（刑法60条）

⑴　基本型

　10

被疑者は、乙野太郎と共謀の上、 頃、 先路上におい

て、丙山一子（当時18歳）に対し、その顔面を拳で殴るなどの暴行を加え

たものである。
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